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(57)【要約】
【課題】簡単に開封することのできる花卉用包装材を提
供する。
【解決手段】花卉を包装する包装スリーブ１０であって
、裏側フィルム１１とこれに対向する表側フィルム１２
とを備え、裏側フィルム１１と表側フィルム１２との側
辺部が互いに接合される本体部１３と、裏側フィルム１
１と表側フィルム１２との少なくとも何れか一方の上辺
部１１ａ，１２ａに形成され、フィルム面に付けられた
多数の切れ目２１ａ，２２ａからなる帯状の上辺脆弱部
２１，２２と、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　花卉を包装する花卉用包装材であって、
　第１フィルムとこれに対向する第２フィルムとを備え、前記第１フィルムと前記第２フ
ィルムとの側辺部が互いに接合される本体部と、
　前記第１フィルムと前記第２フィルムとの少なくとも何れか一方の上辺部に形成され、
フィルム面に付けられた多数の切れ目からなる帯状の上辺脆弱部と、
を有する、花卉用包装材。
【請求項２】
　請求項１に記載の花卉用包装材において、
　前記第１フィルムと前記第２フィルムとの少なくとも何れか一方の下辺部に形成され、
フィルム面に付けられた多数の切れ目からなる帯状の下辺脆弱部、を有する、
花卉用包装材。
【請求項３】
　花卉を包装する花卉用包装材を積層した包装材積層体であって、
　複数の前記花卉用包装材が積層される包装材群と、
　前記花卉用包装材に切取線を介して連なる保持片を複数備え、複数の前記保持片が積層
されて互いに接合される保持片群と、
を有し、
　前記花卉用包装材は、前記保持片に前記切取線を介して連なる第１フィルムと、前記第
１フィルムに対向して側辺部が互いに接合される第２フィルムと、を備え、
　前記第１フィルムと前記第２フィルムとの少なくとも何れか一方の上辺部に、フィルム
面に付けられた多数の切れ目からなる帯状の上辺脆弱部が形成される、
包装材積層体。
【請求項４】
　請求項３に記載の包装材積層体において、
　前記上辺脆弱部は、前記切取線に重なって前記第１フィルムと前記保持片との双方に形
成される、
包装材積層体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、花卉を包装する花卉用包装材、および花卉用包装材を積層した包装材積層体
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　花束等の花卉を小売店で販売する際には、樹脂製や紙製のシートを用いて花卉を包装す
ることが多い。しかしながら、シートを用いて花卉を包装することは、煩雑な作業である
ことから、花卉を包装する花卉用包装材として、テーパ状に加工された樹脂製の包装スリ
ーブが提案されている（特許文献１参照）。この包装スリーブを用いることにより、花卉
を挿入するだけで簡単に包装することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－９１８２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、花卉用包装材である包装スリーブの材料として、ポリエチレンやポリプロピ
レン等の樹脂フィルムを用いることが多い。しかしながら、樹脂フィルムを用いた包装ス
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リーブは強靱であることから、包装スリーブ内から花卉を取り出す際に包装スリーブを裂
くことが困難であった。このため、簡単に開封することのできる花卉用包装材が求められ
ている。
【０００５】
　本発明の目的は、簡単に開封することのできる花卉用包装材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の花卉用包装材は、花卉を包装する花卉用包装材であって、第１フィルムとこれ
に対向する第２フィルムとを備え、前記第１フィルムと前記第２フィルムとの側辺部が互
いに接合される本体部と、前記第１フィルムと前記第２フィルムとの少なくとも何れか一
方の上辺部に形成され、フィルム面に付けられた多数の切れ目からなる帯状の上辺脆弱部
と、を有する。
【０００７】
　本発明の包装材積層体は、花卉を包装する花卉用包装材が積層される包装材積層体であ
って、複数の前記花卉用包装材が積層される包装材群と、前記花卉用包装材に切取線を介
して連なる保持片を複数備え、複数の前記保持片が積層されて互いに接合される保持片群
と、を有し、前記花卉用包装材は、前記保持片に前記切取線を介して連なる第１フィルム
と、前記第１フィルムに対向して側辺部が互いに接合される第２フィルムと、を備え、前
記第１フィルムと前記第２フィルムとの少なくとも何れか一方の上辺部に、フィルム面に
付けられた多数の切れ目からなる帯状の上辺脆弱部が形成される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、第１フィルムと第２フィルムとの少なくとも何れか一方の上辺部に、
フィルム面に付けられた多数の切れ目からなる帯状の上辺脆弱部が形成される。これによ
り、花卉用包装材を簡単に開封することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施の形態である包装スリーブ（花卉用包装材）を示す斜視図である
。
【図２】（Ａ）は包装スリーブを示す正面図であり、（Ｂ）は図２（Ａ）のａ－ａ線に沿
って包装スリーブを示す断面図である。
【図３】包装スリーブの一部を拡大して示す部分拡大図である。
【図４】本発明の一実施の形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）を示す斜視図であ
る。
【図５】スリーブ積層体を示す正面図である。
【図６】スリーブ積層体の一部を拡大して示す部分拡大図である。
【図７】（Ａ）および（Ｂ）は、包装スリーブの製造過程の一例を示す説明図である。
【図８】包装スリーブの製造過程の一例を示す説明図である。
【図９】包装スリーブの開封手順の一例を示す図である。
【図１０】包装スリーブの開封手順の一例を示す図である。
【図１１】包装スリーブの開封手順の一例を示す図である。
【図１２】包装スリーブの開封手順の他の例を示す図である。
【図１３】（Ａ）は本発明の他の実施形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）を示す
部分拡大図であり、（Ｂ）は本発明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用包装材）
を示す部分拡大図である。
【図１４】（Ａ）は本発明の他の実施形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）を示す
部分拡大図であり、（Ｂ）は本発明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用包装材）
を示す部分拡大図である。
【図１５】（Ａ）は本発明の他の実施形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）を示す
部分拡大図であり、（Ｂ）は本発明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用包装材）
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を示す部分拡大図である。
【図１６】（Ａ）は本発明の他の実施形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）を示す
部分拡大図であり、（Ｂ）は本発明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用包装材）
を示す部分拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１１】
　［包装スリーブ］
　図１は本発明の一実施の形態である包装スリーブ（花卉用包装材）１０を示す斜視図で
ある。図２（Ａ）は包装スリーブ１０を示す正面図であり、図２（Ｂ）は図２（Ａ）のａ
－ａ線に沿って包装スリーブ１０を示す断面図である。また、図３は包装スリーブ１０の
一部を拡大して示す部分拡大図である。なお、図２および図３には、後述する上辺脆弱部
２１，２２および下辺脆弱部３１，３２がハッチングで示されている。
【００１２】
　図１および図２に示すように、包装スリーブ１０の本体部１３は、シート状の裏側フィ
ルム（第１フィルム）１１と、これに対向するシート状の表側フィルム（第２フィルム）
１２と、を有している。裏側フィルム１１は、上辺部１１ａと、これに平行であって上辺
部１１ａよりも短い下辺部１１ｂと、互いに傾斜する左右の側辺部１１ｃ，１１ｄと、を
有している。同様に、表側フィルム１２は、上辺部１２ａと、これに平行であって上辺部
１２ａよりも短い下辺部１２ｂと、互いに傾斜する左右の側辺部１２ｃ，１２ｄと、を有
している。また、表側フィルム１２の上辺部１２ａは、裏側フィルム１１の上辺部１１ａ
よりも下側に位置しており、表側フィルム１２の下辺部１２ｂは、裏側フィルム１１の下
辺部１１ｂよりも上側に位置している。
【００１３】
　裏側フィルム１１の側辺部１１ｃと表側フィルム１２の側辺部１２ｃとは互いに接合さ
れており、裏側フィルム１１の側辺部１１ｄと表側フィルム１２の側辺部１２ｄとは互い
に接合されている。裏側フィルム１１および表側フィルム１２の素材としては、ポリエチ
レンやポリプロピレン等の熱可塑性樹脂が用いられる。このため、側辺部１１ｃ，１１ｄ
，１２ｃ，１２ｄを加熱して圧着することにより、側辺部１１ｃ，１１ｄ，１２ｃ，１２
ｄは互いに溶けて接合される。
【００１４】
　ヒートシール部分である側辺部１１ｃ，１１ｄ，１２ｃ，１２ｄの接合強度としては、
包装スリーブ１０の実用性を確保する観点から、０．６ｋｇｆ／１５ｍｍ以上であること
が望ましい。側辺部１１ｃ，１１ｄ，１２ｃ，１２ｄの接合強度は、日本工業規格ＪＩＳ
　Ｚ　０２３８に準拠した方法で測定される。例えば、側辺部１１ｃ，１２ｃの接合強度
を測定する際には、包装スリーブ１０から側辺部１１ｃ，１２ｃに対して直角の方向に幅
１５ｍｍの試験片が切り出される。そして、切り出し後に展開された試験片に対して、定
速緊張形引張試験機であるショッパー試験機を用いた引張試験が施される。なお、引張試
験の条件としては、引張速度が３００ｍｍ／ｍｉｎであり、温度が２３℃であり、湿度が
５０％である。このように、側辺部１１ｃ，１２ｃの接合強度が「０．６ｋｇｆ／１５ｍ
ｍ」以上であるということは、幅寸法が１５ｍｍの試験片を対象とした上記の引張試験に
おいて、側辺部１１ｃ，１２ｃの破断荷重が０．６ｋｇｆ以上であることを意味している
。同様に、側辺部１１ｄ，１２ｄの接合強度が「０．６ｋｇｆ／１５ｍｍ」以上であると
いうことは、幅寸法が１５ｍｍの試験片を対象とした上記の引張試験において、側辺部１
１ｄ，１２ｄの破断荷重が０．６ｋｇｆ以上であることを意味している。
【００１５】
　図３の拡大部分αに示すように、裏側フィルム１１の上辺部１１ａには、帯状の上辺脆
弱部２１が形成される。この上辺脆弱部２１のフィルム面には、多数の微細な切れ目２１
ａが形成されている。つまり、裏側フィルム１１の上辺部１１ａには、フィルム面に付け
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られた多数の切れ目２１ａからなる上辺脆弱部２１が形成されている。同様に、表側フィ
ルム１２の上辺部１２ａには、帯状の上辺脆弱部２２が形成される。この上辺脆弱部２２
のフィルム面には、多数の微細な切れ目２２ａが形成されている。つまり、表側フィルム
１２の上辺部１２ａには、フィルム面に付けられた多数の切れ目２２ａからなる上辺脆弱
部２２が形成されている。
【００１６】
　また、図３の拡大部分βに示すように、裏側フィルム１１の下辺部１１ｂには、帯状の
下辺脆弱部３１が形成される。この下辺脆弱部３１のフィルム面には、多数の微細な切れ
目３１ａが形成されている。つまり、裏側フィルム１１の下辺部１１ｂには、フィルム面
に付けられた多数の切れ目３１ａからなる下辺脆弱部３１が形成されている。同様に、表
側フィルム１２の下辺部１２ｂには、帯状の下辺脆弱部３２が形成される。この下辺脆弱
部３２のフィルム面には、多数の微細な切れ目３２ａが形成されている。つまり、表側フ
ィルム１２の下辺部１２ｂには、フィルム面に付けられた多数の切れ目３２ａからなる下
辺脆弱部３２が形成されている。
【００１７】
　なお、切れ目２１ａ，３１ａが付けられるフィルム面とは、裏側フィルム１１の表面や
裏面を意味し、切れ目２２ａ，３２ａが付けられるフィルム面とは、表側フィルム１２の
表面や裏面を意味している。つまり、裏側フィルム１１に切れ目２１ａ，３１ａを付ける
際には、裏側フィルム１１の表面から切れ目２１ａ，３１ａを付けても良く、裏側フィル
ム１１の裏面から切れ目２１ａ，３１ａを付けても良い。同様に、表側フィルム１２に切
れ目２２ａ，３２ａを付ける際には、表側フィルム１２の表面から切れ目２２ａ，３２ａ
を付けても良く、表側フィルム１２の裏面から切れ目２２ａ，３２ａを付けても良い。ま
た、裏側フィルム１１に付けられる切れ目２１ａ，３１ａとしては、裏側フィルム１１を
貫通しても良く、裏側フィルム１１を貫通していなくても良い。また、表側フィルム１２
に付けられる切れ目２２ａ，３２ａとしては、表側フィルム１２を貫通しても良く、表側
フィルム１２を貫通していなくても良い。また、一例として図示した切れ目２１ａ，２２
ａ，３１ａ，３２ａは、０．５ｍｍの長さ寸法を備えた直線状の切れ目であるが、これに
限られることはなく、他の長さ寸法や形状を備えた切れ目を採用しても良い。
【００１８】
　［スリーブ積層体］
　図４は本発明の一実施の形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）４０を示す斜視図
である。図５はスリーブ積層体４０を示す正面図であり、図６はスリーブ積層体４０の一
部を拡大して示す部分拡大図である。なお、図５および図６には、上辺脆弱部２１，２２
および下辺脆弱部３１，３２がハッチングで示されている。また、図４～図６において、
図１～図３に示した部位と同じ部位については、同一の符号を付してその説明を省略する
。
【００１９】
　図４および図５に示すように、スリーブ積層体４０は、積層された複数の包装スリーブ
１０からなるスリーブ群（包装材群）４１と、このスリーブ群４１を束ねて保持する保持
片群４２と、を有している。スリーブ積層体４０の保持片群４２は、複数枚の保持片４３
によって構成されており、それぞれの保持片４３は、包装スリーブ１０の裏側フィルム１
１にミシン目（切取線）４４を介して連なっている。保持片４３の素材としては、裏側フ
ィルム１１と同様に、ポリエチレンやポリプロピレン等の熱可塑性樹脂が用いられる。図
示する例では、保持片群４２に対して加熱された刃物を押し付けることにより、保持片群
４２には内周面が溶けて接合した貫通孔４５が形成される。これにより、複数枚の保持片
４３を一体に接合することができるため、一体となった保持片群４２によって複数枚の包
装スリーブ１０を束ねることができる。
【００２０】
　また、図６の拡大部分αに示すように、裏側フィルム１１の上辺部１１ａには、ミシン
目４４を介して保持片４３が連なっている。そして、裏側フィルム１１と保持片４３との
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双方には、境界部分のミシン目４４を覆うように、多数の微細な切れ目２１ａからなる帯
状の上辺脆弱部２１が形成されている。つまり、ミシン目４４に重なって裏側フィルム１
１と保持片４３との双方には、フィルム面に付けられた多数の切れ目２１ａからなる上辺
脆弱部２１が形成されている。
【００２１】
　このようなスリーブ積層体４０を用いて花束を包装する際には、スリーブ積層体４０を
図示しないスタンドに吊り下げた状態のもとで、最前面に位置する包装スリーブ１０のフ
ィルム１１，１２間に花束が挿入される。そして、花束が挿入された包装スリーブ１０は
、ミシン目４４に沿ってスリーブ積層体４０から破り取られる。ここで、前述したように
、裏側フィルム１１と保持片４３との双方には、ミシン目４４に重なって帯状の上辺脆弱
部２１が形成されている。これにより、図３の拡大部分αに示すように、ミシン目４４に
沿って破り取られた包装スリーブ１０には、上辺部１１ａの上端まで広がる上辺脆弱部２
１が形成されている。
【００２２】
　［包装スリーブの製造過程］
　包装スリーブ１０の製造過程について説明する。図７（Ａ）、図７（Ｂ）および図８は
、包装スリーブ１０の製造過程の一例を示す説明図である。
【００２３】
　図７（Ａ）に示すように、包装スリーブ１０を製造する際には、裏側フィルム１１の材
料である帯状フィルム５１と、表側フィルム１２の材料である帯状フィルム５２と、が準
備される。帯状フィルム５１の幅寸法は、帯状フィルム５２の幅寸法よりも広く形成され
ている。裏側フィルム１１の材料である帯状フィルム５１の幅方向の両端部には、図示し
ない回転カッターを押し付けることにより、点線状の切れ目であるミシン目４４が形成さ
れる。また、帯状フィルム５１の幅方向の両端部には、図示しない回転カッターを押し付
けることにより、多数の微細な切れ目からなる帯状の脆弱帯部６１が、ミシン目４４に重
なる位置に形成される。また、表側フィルム１２の材料である帯状フィルム５２の幅方向
の両端部には、図示しない回転カッターを押し付けることにより、多数の微細な切れ目か
らなる帯状の脆弱帯部６２が形成される。
【００２４】
　続いて、図７（Ｂ）に示すように、帯状フィルム５１と帯状フィルム５２とを互いに重
ねた状態のもとで、切断線Ｘに沿って図示しない溶断カッターを押し付けることにより、
帯状フィルム５１，５２から台形状の包装スリーブ１０が切り出される。溶断カッターは
加熱されており、帯状フィルム５１，５２から包装スリーブ１０を切り出す際に、図８に
示すように、包装スリーブ１０の側辺部１１ｃ，１１ｄ，１２ｃ，１２ｄが溶けて接合さ
れる。なお、帯状フィルム５１，５２から歩留まり良く包装スリーブ１０を切り出すため
、隣り合う包装スリーブ１０の上下を反転させながら包装スリーブ１０が切り出される。
【００２５】
　そして、図８に示すように、切り出された包装スリーブ１０の下辺部１１ｂ，１２ｂか
ら、余ったフィルム片７０がミシン目４４に沿って除去される。その後、保持片４３を備
えた包装スリーブ１０を積層した後に、前述したように、保持片群４２に対して加熱され
た刃物を押し付けることにより、保持片群４２には内周面が溶けて接合された貫通孔４５
が形成される。これにより、複数枚の保持片４３が一体に接合され、複数枚の包装スリー
ブ１０を束ねたスリーブ積層体４０が完成する。
【００２６】
　［包装スリーブの開封手順］
　続いて、包装スリーブ１０の開封手順について説明する。図９～図１１は、包装スリー
ブ１０の開封手順の一例を示す図である。
【００２７】
　図９に示すように、包装スリーブ１０には花束（花卉）Ｆが挿入されている。この包装
スリーブ１０から花束Ｆを取り出す際には、矢印Ｘａで示すように、包装スリーブ１０が
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上辺部１２ａから側辺部１１ｄ，１２ｄに向けて手で引き裂かれる。ここで、包装スリー
ブ１０の上辺部１２ａには、多数の切れ目２２ａからなる上辺脆弱部２２が形成されるた
め、簡単に包装スリーブ１０を手で裂くことができる。続いて、図１０に示すように、包
装スリーブ１０が側辺部１１ｄ，１２ｄまで裂かれると、矢印Ｘｂで示すように、包装ス
リーブ１０が側辺部１１ｄ，１２ｄやその近傍に沿って引き裂かれる。そして、図１１に
示すように、包装スリーブ１０が下辺部１１ｂ，１２ｂまで裂かれると、花束Ｆを露出さ
せることができるため、花束Ｆを傷つけることなく簡単に取り出すことができる。
【００２８】
　このように、包装スリーブ１０に上辺脆弱部２２を形成することにより、包装スリーブ
１０の側辺部１１ｄ，１２ｄまで容易に裂くことができるため、側辺部１１ｄ，１２ｄの
接合強度が高い場合であっても、包装スリーブ１０を側辺部１１ｄ，１２ｄやその近傍に
沿って引き裂くことができる。これにより、包装スリーブ１０の実用性を確保する観点か
ら、側辺部１１ｄ，１２ｄ（１１ｃ，１２ｃ）の接合強度が０．６ｋｇｆ／１５ｍｍ以上
に設定された場合であっても、簡単に包装スリーブ１０を開封して花束Ｆを取り出すこと
ができる。なお、側辺部１１ｄ，１２ｄ（１１ｃ，１２ｃ）の接合強度が０．６ｋｇｆ／
１５ｍｍ未満に設定されていた場合であっても、包装スリーブ１０に上辺脆弱部２２等を
形成することにより、包装スリーブ１０の開封作業が極めて容易になることは言うまでも
ない。
【００２９】
　また、図９～図１１に示した例では、包装スリーブ１０を開封する際に、表側フィルム
１２を上辺脆弱部２２から側辺部１１ｄ，１２ｄに向けて裂いているが、これに限られる
ことはない。ここで、図１２は、包装スリーブ１０の開封手順の他の例を示す図である。
図１２に示すように、包装スリーブ１０から花束Ｆを取り出す際には、矢印Ｘａで示すよ
うに、包装スリーブ１０が上辺部１２ａから下辺部１２ｂに向けて手で引き裂かれる。こ
こで、包装スリーブ１０の上辺部１２ａには、多数の切れ目２２ａからなる上辺脆弱部２
２が形成されるため、簡単に包装スリーブ１０を手で裂くことができる。そして、包装ス
リーブ１０が下辺部１２ｂまで裂かれると、花束Ｆを露出させることができるため、花束
Ｆを傷つけることなく簡単に取り出すことができる。
【００３０】
　なお、前述の図９～図１１に示した例では、包装スリーブ１０を開封する際に、包装ス
リーブ１０を上辺部１２ａから側辺部１１ｄ，１２ｄに向けて裂いているが、これに限ら
れることはない。例えば、包装スリーブ１０を開封する際に、包装スリーブ１０を上辺部
１１ａから裂き始めても良く、包装スリーブ１０を下辺部１１ｂ，１２ｂから裂き始めて
も良い。また、包装スリーブ１０を開封する際に、包装スリーブ１０を、上辺部１１ａ，
１２ａや下辺部１１ｂ，１２ｂから、他方の側辺部１１ｃ，１２ｃに向けて裂いても良い
。同様に、図１２に示した例では、包装スリーブ１０を開封する際に、包装スリーブ１０
を上辺部１２ａから下辺部１２ｂに向けて裂いているが、これに限られることはない。例
えば、包装スリーブ１０を開封する際に、包装スリーブ１０を上辺部１１ａから裂き始め
ても良く、包装スリーブ１０を下辺部１１ｂ，１２ｂから裂き始めても良い。
【００３１】
　［他の実施形態］
　図１３（Ａ）は本発明の他の実施形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）７０を示
す部分拡大図であり、図１３（Ｂ）は本発明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用
包装材）７１を示す部分拡大図である。また、図１４（Ａ）は本発明の他の実施形態であ
るスリーブ積層体（包装材積層体）８０を示す部分拡大図であり、図１４（Ｂ）は本発明
の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用包装材）８１を示す部分拡大図である。なお
、図１３および図１４において、図３および図６に示した部位と同様の部位については、
同一の符号を付してその説明を省略する。
【００３２】
　図３および図６に示した例では、裏側フィルム１１と表側フィルム１２との双方に、上
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辺脆弱部２１，２２を形成しているが、これに限られることはない。図１３（Ａ）および
（Ｂ）に示すように、表側フィルム１２に上辺脆弱部２２を形成する一方、裏側フィルム
１１から上辺脆弱部２１を省略しても良い。また、図１４（Ａ）および（Ｂ）に示すよう
に、裏側フィルム１１に上辺脆弱部２１を形成する一方、表側フィルム１２から上辺脆弱
部２２を省略しても良い。
【００３３】
　図１５（Ａ）は本発明の他の実施形態であるスリーブ積層体（包装材積層体）９０を示
す部分拡大図であり、図１５（Ｂ）は本発明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用
包装材）９１を示す部分拡大図である。また、図１６（Ａ）は本発明の他の実施形態であ
るスリーブ積層体（包装材積層体）１００を示す部分拡大図であり、図１６（Ｂ）は本発
明の他の実施形態である包装スリーブ（花卉用包装材）１０１を示す部分拡大図である。
なお、図１５および図１６において、図３および図６に示した部位と同様の部位について
は、同一の符号を付してその説明を省略する。
【００３４】
　図７に示した例では、裏側フィルム１１の材料である帯状フィルム５１に、多数の微細
な切れ目からなる帯状の脆弱帯部６１が形成され、表側フィルム１２の材料である帯状フ
ィルム５２に、多数の微細な切れ目からなる帯状の脆弱帯部６２が形成される。これによ
り、図６に示すように、裏側フィルム１１および表側フィルム１２に対して、別個に上辺
脆弱部２１，２２を形成しているが、これに限られることはない。
【００３５】
　図１５（Ａ）に示すように、表側フィルム１２の上辺部１２ａ、裏側フィルム１１の上
辺部１１ａ、および保持片４３に跨がるように、多数の微細な切れ目９２ａからなる帯状
の上辺脆弱部９２を形成しても良い。この場合には、図１５（Ｂ）に示すように、１本の
上辺脆弱部９２が、裏側フィルム１１の上辺脆弱部２１として機能し、表側フィルム１２
の上辺脆弱部２２として機能する。また、図１６（Ａ）に示すように、表側フィルム１２
の上辺部１２ａ、および裏側フィルム１１の上辺部１１ａに跨がるように、多数の微細な
切れ目１０２ａからなる帯状の上辺脆弱部１０２を形成しても良い。この場合には、図１
６（Ｂ）に示すように、１本の上辺脆弱部１０２が、裏側フィルム１１の上辺脆弱部２１
として機能し、表側フィルム１２の上辺脆弱部２２として機能する。
【００３６】
　本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変更可能であることはいうまでもない。前述の説明では、包装スリーブ１０，７１，８１
，９１，１０１によって包装される花卉として花束を挙げているが、包装される花卉とし
ては花物に限られることはなく葉物や実物であっても良い。また、前述の説明では、包装
スリーブ１０，７１，８１，９１，１０１を台形状に形成しているが、これに限られるこ
とはなく、包装スリーブ１０，７１，８１，９１，１０１を台形以外に形成しても良い。
例えば、側辺部１１ｃ，１１ｄ，１２ｃ，１２ｄを曲線状に形成しても良く、上辺部１１
ａ，１２ａや下辺部１１ｂ，１２ｂを曲線状に形成しても良い。また、前述の説明では、
包装スリーブ１０，７１，８１，９１，１０１の上辺部１１ａ，１２ａと下辺部１１ｂ，
１２ｂとの双方を開いているが、これに限られることはなく、包装スリーブ１０，７１，
８１，９１，１０１の下辺部１１ｂ，１２ｂを互いに接合して閉じても良い。
【００３７】
　図示する例では、上辺部１１ａ，１２ａの縁に達するまで、上辺脆弱部２１，２２を広
げて形成しているが、これに限られることはなく、上辺部１１ａ，１２ａの縁から離して
上辺脆弱部２１，２２を形成しても良い。同様に、図示する例では、下辺部１１ｂ，１２
ｂの縁に達するまで、下辺脆弱部３１，３２を広げて形成しているが、これに限られるこ
とはなく、下辺部１１ｂ，１２ｂの縁から離して下辺脆弱部３１，３２を形成しても良い
。また、前述の説明では、裏側フィルム１１と表側フィルム１２との双方に、下辺脆弱部
３１，３２を形成しているが、これに限られることはない。例えば、裏側フィルム１１と
表側フィルム１２との双方から下辺脆弱部３１，３２を省略しても良い。また、裏側フィ
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２を形成しても良い。
【符号の説明】
【００３８】
１０　　包装スリーブ（花卉用包装材）
１１　　裏側フィルム（第１フィルム）
１１ａ　上辺部
１１ｂ　下辺部
１１ｃ，１１ｄ　側辺部
１２　　表側フィルム（第２フィルム）
１２ａ　上辺部
１２ｂ　下辺部
１２ｃ，１２ｄ　側辺部
１３　　本体部
２１　　上辺脆弱部
２１ａ　切れ目
２２　　上辺脆弱部
２２ａ　切れ目
３１　　下辺脆弱部
３１ａ　切れ目
３２　　下辺脆弱部
３２ａ　切れ目
４０　　スリーブ積層体（包装材積層体）
４１　　スリーブ群（包装材群）
４２　　保持片群
４３　　保持片
４４　　ミシン目（切取線）
７０　　スリーブ積層体（包装材積層体）
７１　　包装スリーブ（花卉用包装材）
８０　　スリーブ積層体（包装材積層体）
８１　　包装スリーブ（花卉用包装材）
９０　　スリーブ積層体（包装材積層体）
９１　　包装スリーブ（花卉用包装材）
９２　　上辺脆弱部
１００　　スリーブ積層体（包装材積層体）
１０１　　包装スリーブ（花卉用包装材）
１０２　　上辺脆弱部
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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